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～ 「モーゼの十戒」症候群 ～

中部電力株式会社　常務取締役
技術開発本部長　田中　孝明

　職場の人間関係について、数年前、弊社社員の満足度調査を行ったことがある。結果は

大変興味深いものだった。４０歳前後を境に極めて明確な意識の相違が見られたのであ

る。高年齢層は職場の人間関係について「満足」としている一方、若年層は「不満」を感じ

ており、世代間ではっきりとギャップが生じている。このような傾向はどこの企業でも

同じような気がする。つまり「価値観の違い」ということだろう。

　そこで思い出されるのは聖書の「出エジプト記」である。ハリウッド映画の「十戒」でも

映画化され覚えている方も多いと思うが、エジプトの圧政下に苦しむユダヤ人がモーゼ

に率いられてエジプトを脱出する話である。しかし、ユダヤ人はエジプト脱出後、４０年

間荒野をさ迷ったという。何故か。命令されたこと以外は行動できない「奴隷の精神」し

か持つことができなかった古い世代が死に絶え、自由な発想や意思を持った若い世代の

成長を、神様は待っていたからであるという。

　これは年長者に対する警告のようにも取れる。「奴隷の精神」とは会社内で例えると「言

われたことしかできない指示待ち族」あるいは「今風に合わない古い価値観、固定観念の

持ち主」ともいえよう。視点を変えると、この話は一旦、身についた物の見方・考え方は死

ぬまで変わらないと言っているに等しいのではないか。そこで私はこのように固定観念

にとらわれ、柔軟な思考ができない人々を、「モーゼーの十戒」症候群と称している。

　人は年を取ればとるほど、自分の思いこみから逃れるのは難しい。客観的に見ている

つもりでも自分自身のフィルターを通してものを見ている。人は立場や経験、感情など

で自分の都合のいいように考え、意見を言い、他人の意見は「正しくない」と決めてかか

りやすい。自分の考えがひょっとしたら間違っているかもしれない、自分の判断基準が

他のひとのそれと異なっているのかもしれない、と相対的に考えることが肝要であろう。

とくに技術開発にたずさわる研究者には、複眼的な物の見方、多面的な思考が強く求め

られる。

　昨今の社会変化のスピードは驚くほど速い。我々古い世代は、自分の知識と経験だけ

で判断し、若い人たちの行動を制限してしまいがちであるが、いつの時代においても、激

しい社会変化への対応には若い世代の力が欠かせない。年長者の経験に裏打ちされた重

厚な「暗黙知」と若い世代の「柔軟な発想、行動力」とのバランスをうまくとり、相乗効果

を高めて行かなければ、と考えている。

　「モーゼの十戒」症候群、陥らないよう自戒したい。
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経営委員会の開催

　JFCCの運営、事業計画とその実施及び結果の評価などについて、ご審議、ご意見をいただく委員会を開催しました。
委員のみなさまから、研究の方向性、研究環境づくり受託提案戦略等について多数の貴重なご意見をいただきました
ので、今後の運営、計画等の参考とさせていただきます。

○ 第１５回経営委員会
日時：平成１９年２月６日（火）１５：００～１７：００
場所：JFCC会議室
議事：１．ナノテクセンターについて
　　　　　① 取り組み方法
　　　　　② 準備・検討状況及び長期経営計画
　　　２．平成１８年度見通しと平成１９年度予算
　　　３．ナノテクセンター関連研究紹介
　　　　　① 走査透過電子顕微鏡法と第一原理計算を用いた界面構造解析
　　　　　② 電子線ホログラフィーによるナノ領域への電場・磁場分布解析と材料・デバイス開発への貢献

① 微構造解析と計算材料設計に特化した世界最先端の研究機関とする。
② ＪＦＣＣ内の材料技術研究所をはじめとして海外を含めた他の研究機関、企業との連携を密に進める。
　 （ナノテクのネットワークに貢献）
③ 国際シンポジウム開催、公設試との技術交流等を通じ、ナノテクの人材を育成する。
④ 国プロ、民間受託、自主研究の適正バランスを維持すること及び管理部門を材料技術研究所と共有することで、
　 健全経営を図る。

　 次ページ図参照

・ ナノ構造研究所の事業

・ 運営方針

理事会及び評議員会の開催

　３月８日（木）ＪＦＣＣ会議室において第４３回評議員会及び第４４回理事会を開催しました。ナノテクセンター（仮
称）の長期経営計画、平成１９年度事業計画・収支予算、役員の交代等の議案について承認あるいは同意されました。審
議・議決事項は下記の通りです。

　第1号議案において、ナノテクセンター（仮称）の正式名称を「ナノ構造研究所」とすることが決定され、運営方針、事
業計画、人事計画等の長期経営計画を説明し、承認されました。

審議：第１号議案　ナノテクセンター（仮称）計画（案）
　　　第２号議案　平成１９年度事業計画及び収支予算（案）
議決：第１号議案　理事の選任及び退任
報告：・役付理事の互選
　　　・評議員の委嘱及び委嘱解除

【 第４３回評議員会 】

報告：・理事の選任及び退任
議決：第１号議案　ナノテクセンター（仮称）計画（案）
　　　第２号議案　平成１９年度事業計画及び収支予算（案）
　　　第３号議案　評議員の委嘱及び委嘱解除
　　　第４号議案　役付理事の互選
　　　第５号議案　常勤役員の退任に伴う退職慰労金の支給

【 第４４回理事会 】
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平成１８年度先端技術基礎セミナーを終了

ナノ構造研究所の事業

ナノ構造研究所

研究機関・企業

微構造解析

分子・原子レベルの
根源を究明

計算材料設計

材料の機能特性を
試作前に予測

材料の試験・評価

材料開発の出口

製造技術の科学的解析

新材料・新機能実用化 ネック工程解消・新工法実用化

製造技術の出口

　平成18年度先端技術基礎セミナーは、「環境・エネルギーを支えるファインセラミックス ～現状と今後の展望～ 」
シリーズとし、合計８講座を開講し、好評裏に終了しました。
　環境とエネルギー周辺の課題で、ファインセラミックス技術や製品が関連した、実用化への期待が大きいテーマ・講
師を選定させていただいたこともあって、聴講者アンケートの結果は、「希望通り」、「ほぼ希望通り」あわせて９４％以
上と非常に高い評価をいただきました。
　また、講演の内容についても「参考になり、満足」が７８％に到達するなど好評であり、前年度比７５％増の４１７名
と大幅に参加者が増加いたしました。お忙しい中、こぞってご参加いただけた結果と感謝します。
　今後とも皆様方からのご希望をできるだけ取り入れ、実用面を意識し、先端技術を易しく具体的にご理解いただけ
る、内容の充実したセミナーを企画立案して参りたいと存じます。今年度以上の積極的なご参加をお待ちします。
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（新任）
副会長
専務理事
常務理事
常務理事
理事
理事
理事

＊ 理事・役付理事の選任及び退任

＊ 評議員の委嘱及び委嘱解除

（新任）
楓　　　博
中島　碩一
高坂　　毅
宮原　義尚
上田　広司　　

（役職）
社団法人日本経済団体連合会　事務総長
財団法人ファインセラミックスセンター　常務理事
財団法人ファインセラミックスセンター　理事
中部電力株式会社　名古屋支店法人営業部長
岐阜県　産業労働部長
社団法人日本鉄鋼連盟　会長
中部電力株式会社　代表取締役社長

中村　芳夫
種村　　榮
栗山　　茂
小川　正樹
猿渡　要司
馬田　　一
三田　敏雄

（役職）
愛知製鋼株式会社　取締役
NTN株式会社　要素技術研究所　所長
株式会社中日新聞　役員待遇事業担当代理兼名古屋本社事業局長
株式会社トーエネック　代表取締役専務
トヨタ紡織株式会社　執行役員
三井化学株式会社　常務理事・名古屋工場長

（退任）
和田　龍幸

森　　雄八（４/１付交代）
豊田　良則
三村　明夫

（退任）
鷹羽　茂文
中関　嗣人
神谷　　達
山田　久雄
土肥　義彦
山中　秀介



SiC基板最表面の前処理による基板からの伝播欠陥の低減

Japan Fine Ceramics Center研究成果 1研究成果 1

4H-SiCエピタキシャル膜の欠陥低減

4

パワーデバイス用材料としてその利用が望まれているSiC単結晶において、デバ
イスの動作を阻害し、歩留まりを著しく低下させる欠陥密度の低減が必須

1. 背 景

SiC単結晶基板最表面の処理（基板の仕上げ、エピ成長前処理）を探索することで
4H-SiCエピタキシャル膜の欠陥低減

① 高温水素前処理
　・エピタキシャル成長に先立ち、基板表面処理のために水素雰囲気で高温加熱処理
② バッファ層成長技術
　・Geをドープした薄膜層をバッファ層に適用

2. 目 的

3. 成 果

1） 方 法

2） 結 果

【評価方法】 表面構造 ： AFM、欠陥密度 ： エッチピット密度測定

＜11-20＞

＜1-100＞

1640℃ 1700℃

図1. エピタキシャル膜の表面構造の前処理条件依存性
水素中1640℃、30min保持の前処理で平坦面が得られる
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謝　　辞 ： 本研究は、トヨタ自動車株式会社の委託を受けて実施したものである。 

参考文献 : Y. Ishikawa et al., MRS Spring Meeting, B3.2 (2006).
               A. Seki et al., MRS Spring Meeting, B2.4 (2006).

4. 今 後 の 展 開

3） 成果のまとめ

極低欠陥4H-SiCエピタキシャル膜の開発

（1）基板を水素中、高温で30min保持後、エピタキシャル膜を成長するとエッチピット密度
が半減。エッチピット密度は、基板前処理によるエッチング膜厚に相関なく、アニー
ル効果が重要 

（2）エピタキシャル膜成長前にバッファ層を形成するとエッチピット密度を低減する効
果有

欠陥低減メカニズムの解明及び
エピタキシャル法の確立

（2） エッチピット密度の前処理条件依存性 （3） エッチピット密度のバッファ層厚依存性

Substrate Epitaxial Layer

図2. EPDの保持時間依存性
水素中､高温で30min保持するとエッチピット密度が半減

図3. EPDのバッファ層厚依存性
バッファ層厚10nmでエッチピット密度が半減



エポキシ樹脂－型材料間の酸・塩基反応抑制により
セラミック型材料に高離型性を発現

Japan Fine Ceramics Center研究成果 2研究成果 2

高離型性を有するセラミック型材料の設計
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半導体樹脂封止システム用の型材料には、封止製品のスループットの大幅向上と
品質向上等の観点から、エポキシ樹脂に対して優れた離型性を有することが重要

1. 背 景

型候補材料とエポキシ樹脂間の接着の主因子を明らかにし、高離型性に優れるセ
ラミック材料を提案

・型候補材料と現用のエポキシ樹脂からなる接合体を作製し、室温にて
　接着強さを測定
・エポキシ樹脂中に含まれる添加剤と候補材料間の酸･塩基反応に基づく
　接着の観点から、接着強さの材料依存性を解析

2. 目 的

3. 成 果

1） 方 法

2） 結 果

図1.　各種セラミック材料の等電点と接着強さの関係

（1） 接着強さ 
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謝　　辞 ： 本研究はＴＯＷＡ(株)との共同研究の一環として実施したものである。 

4. 今 後 の 展 開

3） 成果のまとめ

素形技術の高度化及び
その他用途への応用

（1）型材料と樹脂の接着のしやすさは、型材料の等電点と樹脂中に含まれる添加剤の酸解
離定数の関係で整理可能

　　→ 酸･塩基反応を介した接着を示唆 

（2）樹脂と同程度の化学性状をもつ希土類酸化物は、上記因子による接着を抑制し高離型
性材料として有望

型候補材料の離型性のさらなる向上と
樹脂に対する耐摩耗性の向上

（2） 高離型性材料の設計

図2.接着の支配因子
図3.試作したセラミック型＊

（＊TOWA(株)提供）

*特許出願中

酸･塩基反応に基づく接着の抑制

pKA(a): 酸性有機物（硬化剤:フェノール等）の酸解離定数

pKA(b): 塩基性有機物（硬化促進剤:アミン等）の共役配の酸解離定数

対 塩基性有機物

pKA(b) ＜ 等電点

対 酸性有機物

等電点 ＜ pKA(a)



Japan Fine Ceramics Center

１月２２日（月）メルパルク東京で開催された　社団法人日本ファインセラミックス協会主催の「第２１回JFCAテ
クノフェスタ」に参加しました。開会挨拶のあと、合計１７テーマのオーラルセッションがあり、引き続きの各テーマ
についてのポスターセッションでは、多数の参加者による質疑応答で盛況でした。ＪＦＣＣからは、「電子ビーム蒸着
法による先進遮熱コーティングシステム」について　材料技術研究所　松原　秀彰　第二研究部長が紹介しました。

その後の講演会では、経済産業省　非鉄金属課長ファインセラミックス室　岩野　宏　室長のご講演「材料戦略に
おけるナノテクノロジー・材料戦略としてのファインセラミックスへの期待」に先立ち、ＪＦＣＣ材料技術究所　

平山　司　第一研究部長がトピックスとして「最先端の電子顕微鏡による材料・デバイスの解析とナノテクセンター
（仮称）構想について」を講演しました。
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JFCAテクノフェスタに参加

2007年2月21日（水）～23日（金）にわたり　東京ビッグサイトでnano tech 2007が開催されました。３日間の入場者
総数は、世相を反映して、昨年を上回り48,565名と多数の参加がありました。

ＪＦＣＣからの出展は、NEDOゾーンに配置された、「ナノコーティング技術」、「高効率高温水素分離膜の開発」、「セ
ラミックリアクター開発」の各ブースの中で、最新の研究開発成果を、ポスター、サンプル、技術資料ならびにデモンス
トレーション映像等を用いてアピールしました。

Nanotech 2007に出展

トピックストピックス

ナノテク2007ナノコーティングブース ナノテク2007水素分離膜ブース

テクノフェスタポスターセッション テクノフェスタ講演会



Japan Fine Ceramics Centerエアーポケットエアーポケット

ISAC-3（3rd International Symposium of Advanced Ceramics）
は､日本学術振興会第124委員会主催による､先進セラミ
ックスに関する国際会議で､3年毎に開催されています。
今回は3回目で､シンガポールにおいて12月11～15日の
会期にて行われました。

シンガポールは赤道直下に位置する常夏の国で､12月
でも気温が30℃前後と高く､現地の人々は真夏向きのリ
ラックスした装いでしたが､クリスマスを迎える希望に
満ちた雰囲気は万国共通であり､シンガポールの街並み
もクリスマスシーズンの活気にあふれていました。

ISAC-3会場であるGrand Copthorne Waterfront Hotel
のロビーにも巨大なクリスマスツリーが飾られており､
各国から集まってきた参加者を温かく迎えてくれまし
た。

今回のISAC-3参加者は150名前後､発表件数は口頭･ポ
スター合わせて159件であり､耐熱･耐食用構造セラミッ
クスを始めとする各種先進プロセッシング等に関する
研究成果が発表されました。

JFCCからは､口頭発表１件､ポスター発表１件を行い
ました。

なお今回は､5th MP3（The 5th International Conference 
on Materials Processing for Properties and Performance）
およびThin Films 2006の2件の国際会議との合同開催で
あり､特にポスター会場は､数百人の参加者が一堂に会す
る､熱気あふれるものでした。

私は､ポスター会場にて､中部電力殿受託研究成果を発
表させて頂きました。｢超高温･酸素分圧勾配下における
耐熱性セラミックスの安定性･酸素透過性評価｣という､
ユニークな切り口に基く成果を発表しましたところ､特
に酸素分圧勾配環境に起因する珍しい現象が注目を集
め､多くの参加者と大変有益なディスカッションを交え
ることができました。本研究のオリジナリティに確か
な手応えを掴むと同時に､一層研究推進を加速していく
必要性を痛感しました。
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ISAC-3会場ロビーにて ポスターセッション会場にて

シンガポールでのISAC-3に参加して

1．  ＩＳＡＣ－３

材料技術研究所  高温機能グループ
主席研究員  松平恒昭
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シンガポールが｢ガーデン･シティ｣という呼び名で形
容されるほど､この国では｢Clean & Greenの庭園都市｣と
いう一貫した国造りが進められているそうです。実際に､
シンガポールの街を歩いてみますと､豊かな緑と超高層
ビル群とが見事に調和した､清潔感漂う美しい街並みが
隅々まで広がっているのが印象的でした。

シンガポールといえば､上半身がライオン､下半身が魚
の伝説の動物､マーライオンが有名です。幸運にも､本会
議2日目セッション終了後､事務局主催によるショート
ツアーにて､このマーライオン像を間近から見る機会を
得ました。

今回訪れたマーライオン像は､セントゥーサ島にある
高さ37mの巨大なもので､その圧倒的な存在感が衝撃的
でした。さらに日没と同時に､マーライオン像の目から
鋭いレーザービームが照射され､周囲を明るく照らし始
めました。シンガポール古来の伝説と近代技術との絶
妙なる調和が､この国の発展ぶりを象徴しているように
思えました。
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シンガポールの街並み セントゥーサ島のマーライオン像

2．  シンガポールの街並みとマーライオン像

今回のISAC-3における研究発表や参加者との交流を
通じて、セラミックスの最新研究動向に理解を深める
と共に､今後､研究内容を充実化させていく上で､大いな
る刺激を受けることができました。

なお今回の出張にあたり、色々御支援･御協力頂きま
した皆様に厚く御礼申し上げます。

3．  おわりに



Japan Fine Ceramics Centerエアーポケットエアーポケット

第１３回 International Conference on Solid Films and 
Surfaceが平成１８年１１月６日から１０日までの５日
間に亘りアルゼンチンのサン・カルロス・デ・バリロー
チェにおいて開催された。今回、私は、地域コンソの「Ｃ
ＮＴ粒子による自動車用耐静電性・低摩擦プラスチッ
ク品の開発」プロジェクトで現在進めているカーボン
ナノチューブの最新の情報を収集し、さらに最近の表
面科学分野における世界の動向を調査し、本プロジェ
クトで扱うSiC表面分解法のCNT合成制御に役立てたい
という思いで参加した。

アルゼンチンは日本にとって地球の裏側に位置する
国であり、米国ダラス、アルゼンチン首都ブエノスアイ
レス、と国際線を乗り継ぎ、丸一日かけて漸くサンカル
ロス・デ・バリローチェ空港に到着した。この空港の周
囲は見渡す限り草木一本生えていない荒涼たる大平原
であった。しかし、タクシーで３０分ほど走ると、忽然
と深いブルーのNahuel Huapi湖がひらけ、真っ白な雪が
まぶしいアンデス山脈の美しい山並みが現れたときは、
皆車内で歓声をあげた。（写真1、2）ヨーロッパ風の美し
いバリローチェの町並みが現れ、湖の風景を一望でき
るパン・アメリカーノホテルにやっと到着した。ここが
これから始まる５日間の会議会場である。

この会議は、表面科学、表面物理分野の研究者が集う、
この分野で主要な国際会議として認知されている国際
会議である。（写真3）日本においては、表面科学学会に
関わる研究者が中心に参加していた。

今回は、アルゼンチンという南米のかなり遠方での
開催のため、参加者は３５０名程度と少なめであった。
このサン・カルロス・デ・バリローチェは、アンデス高原
の中腹に位置し、湖と山々は息を飲むほどに美しい町
であるが、国立アトム研究所が広大な土地の中に設立
されており、低温物理等の物理分野の学問が発達した
地域であり、今回の南米での開催の根拠になったとの
開催事務局chairpersonであるProf. Hugo Asolaniの説明
があった。
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アルゼンチン・パタゴニア地方における
第１３回 Inteinational Conference on Solid Films and Surface に出席して

材料技術研究所　研究第一部　ナノカーボングループ
グループマネージャ　楠　美智子

写真1　パタゴニア・アンデス山脈の山並み

写真2　遊覧船から撮った美しいNahuel Huapi湖

写真3　会議場にて
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まず、オープニングの招待講演はWisconsin大学のF. 
Himpsel教授によるもので、Si基板上に原子レベルで精確
に自己組織化された低次元表面構造について、STM,　
AFMを駆使した写真を披露していた。特に”atomic limit”
効果によりSi（111）微斜面に７ｘ７構造を有効に利用し
た様々な金属のアトムワイヤーの見事な写真に会場か
らため息が漏れていた。会場は３ホールに分けられ、表
面、界面、薄膜、ナノ構造、ナノ粒子、薄膜成長、薄膜磁性、
表面の自己組織化、表面の原子の吸収、反応・・・等、セッ
ション毎に進行した。今回私は“Nanostructured Carbon 
Materials”のセッションを中心に聴講した。その中で、ド
イツKarlsruhe大のDr. Bottcherによる電子ビーム照射に
よるフラーレンの欠陥導入によるC58の研究が大変新
しい成果を挙げ印象的であった。我々のSiC表面分解法
によるカーボンナノチューブについての発表にも、異
なる分野において初めて報告したためか、多くの質問
が上がり、講演後も熱心な質問が続いた。講演後のラン
チではほっとして、一人抜けだし、小さなレストランで
ランチにワインとサーロインステーキで乾杯した次第
である。（写真4）

会議最終日前日の午後はバスツアーが準備されており、
湖一周の遊覧観光に参加した。バスの車窓から見える
風景はすばらしく、ヨーロッパの文化が深く浸透して
いるのが伺える。バスガイドの説明によると、征服者た
ちによって持ち込まれた500年前のヨーロッパ、おもに
スペイン文化が先住民文化を覆い尽くしたときから、
アルゼンチンは、南米のほかの国とは異なった独自の
道を歩み始めたようである。特に、19世紀末から20世紀
初頭にかけてのわずか数十年の間、スペインだけにと
どまらずイタリア、ドイツ、フランスなどのヨーロッパ
各国から大量の移民たちが大西洋を越えてやって来た
ことから、ヨーロッパ各国の異なる文化が根を下ろし、
独自の文化が発達していったとのことである。

アルゼンチンというまさに地球の裏側に位置する国
でのしかも、南米での開催となった今回の国際会議で
あったためと、表面科学分野と、普段あまりなじみの少
ない学会に参加したため、私にとっては、日本人の知り
合いの少ない中での参加であった。そのため、却って海
外の少し別の分野での新しいナノカーボン研究者と多
く知り合うきっかけとなり、帰国してからも、メールの
やりとりがいろいろ交わされるほど友人を得ることが
できるなど、大変有意義な会議となった。また、この会
議には種村榮所長も参加されており、会議中、また、帰
りの長い道中、大変お世話になりました。特に、飛行機
の故障などハプニングに見舞われたが、明るく朗らか
な奥様にはとても親切にして頂き、楽しい道中となった。

アルゼンチンは経済的にはかなり苦しい国であり、
犯罪などが多発しているなど、少々不安の中で出発し
たが、“南米のスイス”と称されているほどのサン・カル
ロス・デ・バリローチェで見事なまでに美しい湖と森と
アンデス山脈の風景とともに大変印象深い会議へ出張
させて頂きましたこと、ここに感謝申し上げます。

彼らは賢明な共存共栄の道を選択し、平和なコミュ
ニティーを建設した。美しい自然環境を守るために、工
場誘致を極力避け、また、このことに最大限の努力をし
ていることに誇りを持っていることが陽気なバスガイ
ドの言葉から強く伝わってきた。最終前夜のバンケッ
トでは、生演奏にのせてアルゼンチンタンゴが披露さ
れた。哀愁を帯びた音楽とダンサーの情熱的な踊りを
初めて鑑賞出来、大感激であった。（写真5）

写真4　近くのレストランにて

写真5　レセプションで披露された本場アルゼンチン・タンゴ
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　2007年1月21日から26日まで米国フロリダ州デイト
ナビーチで開催された31st International
Cocoa Beach Conferenceに参加しました。この学会は
アメリカセラミックス学会が主催する国際学会で、今
年３１回を迎えました。昨年まではデイトナビーチか
ら南へ約７０kmに離れたココアビーチで行われていま
した。しかし、毎年参加者が増え続けココアビーチでの
会場ホテルが狭くなり、今年からはデイトナビーチに
移り、より快適で広いヒルトンホテルで開催されました。

（写真1、2）

　この学会の初期は構造材料分野がメインでしたが、
学会の発展につれ、対象分野は機能材料にまで拡大し
てきました。今回の対象分野は大きく分けて、セラミッ
クスプロセシング、セラミックスコーティング、燃料電
池、軍事用セラミックス、バイオセラミックス、粉末合成、
ナノ材料、構造・機能材料、多孔性材料、電子材料などの
１０分野のセッション、約1000件近い発表が行われ、非
常に活発な会議でした。（写真3）私は主にセラミックス
コーティング分野でプラズマスプレコーティング、EB-
PVDコーティングに関して発表された講演を興味深く
聴きました。

　昼間は分野別講演が行われましたが、特に、23、24日、
の両日は、夕方からポスターセッションと展示会が開
かれ、夜遅くまで賑やかな雰囲気で、活発な討議が印象
的でした。（写真4）今回、私はコーティング膜の熱伝導
率に関する内容に関してポスターセッションで発表し
ました。昨年に続き、この学会に参加したこともあり、
コーティング分野関連の知り合いの世界トップクラス
の研究者達と再会し、ドイツのDLR研究所のDr. Schulz
を含め、
Pennstate大学、Connecticut大学、NASAの研究者達から
討議や質問を受け、更に論文別刷りの要請を受けたこ
とは、研究者にとって極めて嬉しいことでした。（写真5）
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31st International Cocoa Beach Conference & Exposition
on Advanced Ceramics and Compositesに参加して

材料技術研究所　研究第二部　複合・焼結設計グループ
主席研究員　張　炳國

写真2　学会の受付

写真1　会場のホテル

1．  学会と展示会の様子

写真3　岩本GMの発表
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デイトナビーチはフロリダ州で指折りの保養地ですが、
学会が開かれた期間は、あいにく天気には恵まれませ
んでした。二日目の夕方にも雨が強くて夕食は外へ行
くことが無理なので、会場にある食堂に入り、運良く空
いていた席に座りました。しかし、私達が入ってきた入
口は裏口でスタッフから追い出され、もう一度表口で
順番待ちをしたハプニングもありました。傘を緊急に
購入しましたが、食事の後には雨が止み、買った傘は余
計な荷物になりました。

また、デイトナビーチからオランド空港までは、約１
２０km離れていますが、交通の手段はタクシーを利用
せざるをえない場所です。帰国日には、十分に余裕をも
って朝6時30分にホテルを出ましたが、凄い雨で外はま
だ真っ暗でした。半分くらい走ったところの高速道路
の交通事故やオランド市内の激しい渋滞に巻き込まれ
たりしたため、飛行機の時間が迫ってきてしまいました。
何回も腕時計を見ながら、気が気ではありませんでし
たが、何とか出発時間に間に合い、ほっとしました。

ご多分に漏れず、海外出張には思わないハプニング
が起こるものです。今回の出張は、岩本ＧＭと（株）ノリ
タケカンパニーリミテドの研究員と同行しました。終
着空港であるオランド空港で荷物を受け取る際、ノリ
タケの研究員の方の発表内容が入った大事な荷物が見
つからず、私達も一緒に探しましたが、結局出てきませ
んでした。しかし、幸いにも何日か後にホテルに届けら
れ、発表に間に合わせることができ、全員で大喜びしま
した。また、私が持って行ったノートＰＣがいきなり現
地でトラブルがおこり、回復させることができなくなり、
やむを得ず専門店まで行き、修理をすることになりま
した。

2．  いろいろな出来事

デイトナビーチは、海辺にある保養地なので、周りは
海しかなく、また、交通も不便であり、会場と宿泊ホテ
ル間を歩き、海を眺めることが唯一の観光でした。これ
はこれでまた別の味わいがあり、広大な海波の風景は、
印象的でいい思い出になりました。（写真6）

今回の学会を通じて、当センターの研究のＰＲや世
界の研究の流れを掴む良い機会となるとともに、高い
レベの講演を聴き、よい刺激となりました。

最後に、今回の出張にあたり、ご支援を下さったJFCC
の関係者の皆様に、この場を借りて深く御礼を申し上
げます。

3．  終わりに

写真5　DLR研究所のDr. Schulzと共に

写真4　展示会の様子

写真6　デイトナビーチの風景
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２００６年１２月３１日付
　退職（自己都合）
　　材料技術研究所　研究第一部　研究職

２００７年２月２８日付
　出向元復帰
　　材料技術研究所　研究企画部長　主幹研究員

鈴木　健伸

坂元　秀光（トヨタ自動車（株）へ）

人の動き
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財団法人ファインセラミックスセンター（ＪＦＣＣ）が設立されて以来、20
年以上にわたり、役員、参与などの立場でJFCCをご指導いただいた柳田博明元
専務理事兼試験研究所長（東京大学名誉教授）が平成１８年１１月２０日逝去
されました（享年７１歳）。
平成１９年２月２３日、先生の縁の地であるＪＦＣＣにおいて「お別れの会」

が開催されました。
遺族、名古屋市科学館、テクノサーチ株式会社、国立大学法人名古屋工業大学、

財団法人ファインセラミックスセンター、特定非営利活動法人NPO産業創造研
究会の６者による主催・共催で、当地の各自治体、大学、企業の長をはじめ約６
００名が先生を偲んで最後のお別れを致しました。
JFCCは、あらためて先生のご指導に感謝し、先生のご遺志を継いで、今後も

JFCCを発展させて参ります。

柳田博明名誉研究所長のお別れの会を開催

かねてより中部経済連合会とともに準備を進めてきた
ＪＦＣＣナノテクセンター（正式名：ナノ構造研究所）を
４月に発足し、業務を開始することが第４４回理事会で
決定されました。
材料技術研究所に並列するＪＦＣＣの二つ目の研究所
として、微構造解析・計算材料設計に特化した世界最先端
の研究機関をめざすとともに、産業界が求めるものづく
り技術の一層の高度化、競争力強化に貢献していきます。
民間及び国からの受託研究を柱に、依頼分析、オープン

ラボなどの研究開発事業、海外を含めたナノテクネットワー
クの構築や技術交流などを通じた人材育成に取り組みます。
４月１９日に設立記念式典ならびにＪＦＣＣ内に増築
する新しい建屋の起工式を行い、収差補正走査透過電子
顕微鏡をはじめとした新規設備を順次導入するなど最先
端の研究開発体制を整備して参ります。

ＪＦＣＣナノテクセンターいよいよスタート

お別れの会の様子

完成イメージ図
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事業案内事業案内

ＪＦＣＣニュース第８６号　　発行日　２００７年３月２０日　　／　発行人　寺本　敏夫
　　　　　　　　　　　　　　発行所　（財）ファインセラミックスセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒４５６－８５８７　名古屋市熱田区六野２－４－１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　（０５２）８７１－３５００（代）　ホームページアドレス　http://www.jfcc.or.jp
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「国際セラミックス総合展2007」開催案内

　「国際セラミックス総合展2007」を下記のとおり開催します。 セラミックス業界の今後の指針となる技術情報を提
供し、市場開拓、産学官交流の場を創出します。是非、ご来場ください。
なお、「センサ総合展」、「総合試験機器展」、「総合検査機器展」が同時開催されます。

２００７年度研究成果発表会開催のお知らせ

　２００７年度ＪＦＣＣ研究成果発表会（第１９回）を下記のように開催する計画ですので、ご予定頂くようにお願い
します。詳細は６月初旬頃にご案内致します。

１　会期・会場：２００7年４月４日（水）～６日（金）　東京ビックサイト　西ホール

２　入場料：１，５００円（招待状持参者＊、事前登録者、学生は無料）　
　　　　　　＊ＪＦＣＣ賛助会員の方には差し上げます。事業部迄ご連絡下さい。

３　内容
（１）展示事業
　　・企業出展：内外のセラミックス関係企業の最新の製品、技術などを展示
　　・主催者展示：ファインセラミックスセンター、日本セラミックス協会、
　　　　　　　　　日本ファインセラミックス協会の活動、研究成果などを展示
　　・大学、研究機関展示：燃料電池、環境、ナノテク、材料などの研究成果などを発表 
　　・協賛団体ＰＲ：日本粉体工業技術協会、遠赤外線協会、全国赤煉瓦協会の活動内容
（２）併催事業
　　・トピックス　セミナー：住宅、情報・家電、自動車、環境・エネルギーなどセラミックスの技術開発と
　　　応用分野などを紹介するセミナー（聴講料別途）　
　　・ ナノガラス　シンポジウム：ナノガラスの開発と実用化に関するシンポジウム（聴講料別途）
　　・ 第３回フルラス記念国際先端材料会議：フルラス賞受賞者など内外の研究者を招いて開催（無料）

４　主催者：（財）ファインセラミックスセンター、（社）日本セラミックス協会、
　　（社）日本ファインセラミックス協会、フジサンケイビジネスアイ

５　問い合わせ先
　　（株）シー・エヌ・ティ　TEL ０３－５２９７－８８５５

日時　７月　４日（水）１３：００～１７：００予定
場所　科学技術館地下１階「サイエンスホール」　　東京都千代田区北の丸公園２－１

・ 東京会場

日時　７月１１日（水）１３：００～１７：００予定
場所　名古屋国際会議場１号館４階「レセプションホール」名古屋市熱田区西町１－１

・ 名古屋会場


